
中 川 副 部 会 長 （ 足 立 ）  

お 疲 れ 様 で し た ！   

 

今 総 会 を 持 ち ま し て 、長 年 常 任

幹 事 を 担 い 、保 育 運 動 、労 働 安 全

衛 生 活 動 推 進 委 員 会 な ど を 牽 引

し て き た 、中 川 副 部 会 長 が 退 任 さ

れ ま し た 。    

今 後 も 保 育 を 守 る 取 り 組 み は

続 け ま す 。  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

＜ 総 会 ま と め ＞  
労 働 組 合 は 労 働 条 件 を 良 く す る の が 、大 き な 役 目 で す 。一 人 ひ と り の

力 を 合 わ せ 、み ん な で 労 働 条 件 を 良 く す る た め に 、労 働 組 合 が あ る こ と

を 組 合 員 に 知 ら せ て い く こ と が 重 要 で す 。特 に 組 合 が 今 ま で 勝 ち 取 っ て

き た も の 、守 っ て き た も の を 伝 え 、組 織 強 化 、次 世 代 育 成 に つ な げ て い

き ま し ょ う 。  
ま た 、保 育 運 動 で は 、今 後 、広 範 な 地 域 住 民 や 地 域 の 団 体 と 共 闘 し て 、

公 的 保 育 を 守 り 拡 充 す る こ と が 重 要 に な っ て き ま す 。保 育 士 が 余 裕 を 持

ち 、楽 し く 保 育 が で き な け れ ば 、子 ど も や 保 護 者 の 願 い に 応 え る こ と は

で き ま せ ん 。 共 に 運 動 を 前 進 さ せ 、 頑 張 り ま し ょ う 。  

 

第１８回  保育部会総会を開催 !! 
 

東 京 自 治 労 連 保 育 部 会 第 1 8 回 総 会 は 、 1 月 1 9 日 （ 日 ） に ラ パ ス ホ ー ル

で 、 9 区 ･1 市 ･公 務 公 共 一 般 、 本 部 含 め 8 0 人 の 参 加 で 開 催 し ま し た 。 斎 藤

部 会 長 の 開 会 挨 拶 の 後 、荻 原 中 央 執 行 委 員 長 か ら は 、7 月 の 都 知 事 選 挙 に ふ

れ 、「 保 育 の こ れ か ら を ど う 考 え る か 見 極 め る こ と が 重 要 。地 域 や 保 護 者 と

共 闘 を す す め 、働 き 続 け ら れ る 環 境 を 。東 京 の 運 動 は 、全 国 か ら 注 目 ･期 待

さ れ て い る 。 自 信 を も っ て ！ 」 と 激 励 の 挨 拶 が 寄 せ ら れ ま し た 。  
総 会 の な か で は 、 高 橋 副 部 会 長 に よ る 「 春 闘 期 の 保 育 を め ぐ る 情 勢 」 の

学 習 を 行 い 、 2 0 1 9 年 経 過 報 告 、 2 0 2 0 年 運 動 方 針 ･春 闘 期 行 動 計 画 (案 )、 労

働 安 全 衛 生 活 動 方 針 案 が 提 案 さ れ ま し た 。 各 単 組 か ら は 、 活 発 な 討 論 が あ

り 、 こ れ ら の 報 告 と 、 今 期 の 役 員 提 案 を 含 め 、 す べ て が  
拍 手 で 承 認 さ れ ま し た 。 最 後 に 総 会 宣 言 を 採 択 し て 閉 会 し ま  
し た 。  
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総 会 を 終 え て   

部 会 長  齋 藤  茂 則  

 
1 月の部会総会で東京自治労連保育部会

の活動も 17 年目となりました。この間、国

や東京都、さらに多くの自治体で公立保育

園への攻撃が続いていますが、そのような

状況の中で私たちは団結と行動、そして学

習を力にして東京の公立保育園を守る先頭

に立って活動してきました。  
 今、各地の保育園では新型コロナウイル

ス対応に追われながらの保育が行われてい

ます。安倍首相は「私の責任で」を連発しな

がら、これまでも「桜を見る会」を始めとし

て、多くの問題を起こしているにもかかわ

らず、いずれも全く責任をとることなく政

権運営を続けています。 
今回も、突然の学校の全国一斉休業の要

請や時期を失した入国制限など、専門家の

多くが疑問視するような対応を続けていま

す。学校休業の一方で保育園や学童保育は

「働く保護者のために」として、事業継続へ

の応援施策や子どもの安全確保への対応が

ほとんどなされないまま運営を続けること

を求めています。  
このことは、保育を労働政策としてとら

え、子どもの発達保障をないがしろにする

長年の保守政権の姿勢は、今回の問題でも

表れています。  
 東京自治労連保育部会は、これまで東京

の保育の課題を改善するために、保育団体

や民間保育労働組合の仲間と共に「公的保  
 

 
育・福祉を守る東京実行委員会」での運動に

積極的に取り組んできました。  
また自治労連以外の自治体の仲間と共に

運営する「自治体に働く保育労働者の運動

実行委員会」の中核を担い活動を続けてい

ます。  
保育部会では、次世代組合役員の育成を

目的として「保育を楽しもう＠Tokyo」の活

動を続けています。労働組合の活動は、しん

どいこともあるけれど、保育や社会をより

深く知る機会にもなります。ぜひ組合員の

皆さんが、組合活動への参加を「いま一歩」

進めていっていただければと願っています。 
 4 月からは「幼児教育・保育の無償化」が

本格実施されます。無償化の費用が公立施

設だけは全額自治体負担となることから、

今後公立保育園の廃園・民営化に拍車がか

かることが懸念されます。  
このような状況の中で、私たちは国や東

京都の動きを知り、各地の自治体の保育労

働者の運動を交流し学び合いながら、それ

を活かしていく、このような活動が一層必

要となっています。  
 東京自治労連保育部会は、東京の保育を

守り発展させるために、今後も組合員の皆

さんと共に奮闘していきます。  
これからも、どうぞよろしくお願いいた

します。  
 

第 29 回 自治体に働く保育労働者の東京集会 
 日時 5 月 24 日（日）会場 板橋・グリーンホール／板橋区立文化会館 

☆ 全体会  
記念講演「東京の現在・過去・未来」～都政が変わると何ができるか～  

講師：氏家 祥夫氏（元都庁職委員長）  
 ☆ ５分科会・１講座（予定）     ☆ 会費 1,500 円 


